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脱炭素先行地域における

ちゅうぎんグループの取組



弊社紹介

略歴
大学卒業後中国銀行へ入行。法人営業を経験後、国内大手リース会社に出向。2019年4月
よりソリューション営業部ストラクチャードファイナンスセンターに着任し、再エネ関連（太陽光、バイ
オマス、風力）プロジェクトファイナンス案件のアレンジメント業務を担当。

2021年6月より、総合企画部（新規事業開発センター）においてサステナビリティをテーマとす
る新規事業開発業務を担当。

2022年9月より㈱Cキューブ・コンサルティングに出向し、SX関連のコンサルティング業務を担当
（現職）。



ちゅうぎんグループの事業基盤について



アライアンス・パートナーシップの取組

おかやま共創パートナーシップ

・地域の金融機関との連携

創業支援、商談会、人材交流等

2019/10 2021/2

岡山未来共創アライアンス

・岡山大学との連携

お互いの情報、ノウハウを共有

SDGsを達成していくことで、

地域の発展に貢献

地公体との協定（地方創生等）

2022/3

地域脱炭素創生・

岡山コンソーシアム

・岡山県内の産学官金による連携

地域特性や地域資源を活用し、

「地域ならでは」の地方創生・

脱炭素社会を実現

（事務局）

環境省中四国環境事務所、

中国銀行、岡山大学

主な連携内容

・SDGsの達成、浸透、推進

・地域でのパートナーシップ構築

・産学連携の推進

・ベンチャー企業に対する支援

・デジタルトランスフォーメーション

・人材育成 など

2022/2

地方創生に関する連携協定

・大手総合コンサルティングファームの

PwCコンサルティング合同会社との連携

・DX、SX支援を中心に、地域に根差した

本格的なコンサルティングサービスを提供

＝新たな地方創生モデルの確立

【岡山県】 岡山県、岡山市、倉敷市、

美作市、玉野市

（’22/9） 和気町

（’22/11）真庭市、高梁市

【広島県】 福山市

【香川県】 三豊市



地方創生・脱炭素化に関する取組事例



Cキューブ・コンサルティングの概要

Cキューブ・コンサルティング

代表者 西原 立

（元PwCコンサルティング合同会社・岡山県出身）

設立日 2022年9月1日

社名の由来

Chugin Financial Group「ちゅうぎんフィナンシャルグループ」
× Community「地域社会」 × Co-Creation「共創」

特徴

•地域金融機関として前例のない新しいスタートアップ、
進取の精神を持ったコンサルタント会社

•地域のエコシステムの中心となり、困難な地域の社会課
題の解決をリード

•コンサルティング力と、融資に留まらないちゅうぎんグループ
の総合力のシナジーによる圧倒的に幅広い解決策で、
地域社会の未来を創造

•東瀬戸内経済圏におけるリーディングバンクとして、地域
との強固なリレーションにより、地域の声(課題)に最も近
いところに立って課題に向き合う

地域版DX・SX推進モデルの確立

CLOUD

DX SX

多様化・複雑化する地域課題

お客さまや地域の課題解決・持続的成長に貢献



Cキューブ・コンサルティングの事業コンセプト

ビジネスドメイン

• DX/IT戦略策定支援
• 社内システム更新支援
• クラウドサービス導入支援
• DX人材育成支援 他

SX SX戦略策定
SX実行支援

地域脱炭素
生物多様性
人権配慮

DX 新規ビジネスDX
既存ビジネスDX

自治体業務DX
住民サービスDX

Society5.0

民間企業 自治体
地域

地域の
様々な課題

総合コンサルティング

• DXロードマップ策定支援
• Society5.0推進支援
他

地域社会
市町村・企業・団体

学
大学

専門学校

地域金融機関

都市銀行

金

地元企業

大企業

経済団体

産

官
自治体

国
(出先機関)

デザイン・運営

地域の社会課題の解決へ

ちゅうぎんグループの総合力

➢ ちゅうぎんグループの経営資源

上流(戦略策定)から下流(ファイナンス、人材

獲得)までの一貫支援。

➢ 地域における信用力、リレーションの活用

➢ 地方創生に熱い思いをもったプロ人材の集結

外部出身のプロフェッショナル・コンサルタント主体

の少数精鋭集団として創立。

• TCFD開示対応支援
• 脱炭素計画策定・実行支援
• 生物多様性対応支援

• 経営戦略・計画策定支援
• コスト削減支援
• 総合計画策定支援 他

• 脱炭素導入目標策定支援
• 脱炭素実行計画策定支援
他



Cキューブ・コンサルティングの概要

大学院卒業後PwC入社。 PwCあらた有限責任監査
法人、PwCコンサルティング合同会社を経てCキューブ・
コンサルティングに入社

• 定量的分析（データアナリティクス・AI等）の専⾨
家として、キャリアをスタート

• M&A等における企業価値評価から、各種データ
利活用に関する戦略立案、AIモデルの構築支援、
デジタルプロダクトの開発等も手掛ける。特に農業
分野においては、数多くのスマート農業プロジェクト
をリード

• スマート農業を通じてスマートアグリシティ（1次産
業を中心としたまちづくり）に関するコンサルティング
にも従事

• 地域共創分野（DX/SX）が主な活動領域

• 岡山県西粟倉村（第1回採択）の脱炭素先行
地域に申請段階から関与

京都大学理学部卒、京都大学大学院人間環境学
研究科修了（相関環境研究専攻）

Cキューブ・コンサルティング

代表取締役：西原 立

前職:専門領域
◼AI/IoT構想・導入構築
◼データアナリティクス
◼一次産業におけるデジタル化(特に農
業分野)

◼サスティナビリティ戦略立案（地域脱
炭素、民間企業ネットゼロ戦略等）



目指す姿（戦略系コンサル会社と地域エネルギー会社の連携）

地域の脱炭素化の推進を通じたサステナビリティ・トランスフォーメーション（SX）の実現

当社グループは業務軸を拡大し、地域の脱炭素化の推進（太陽光 PPA 事業等）を通じたサステナビリ
ティ・トランスフォーメーション（SX）の実現により、お客さまの経営課題の解決や本業支援に積極的
に取組むことを目的に、当該子会社を設立します

地域エネルギー会社
（2023年4月設立予定）

Cキューブ・コンサルティング
（戦略系コンサル会社）

グランドデザイン提示

領域横断的連携

PM支援 など

自治体/地元企業

脱炭素化事業

業務委託料
戦略立案・コンサル
各種調整

プロ人材

人脈

資金

経営

ノウハウ

データ

スマートグリッド

会社設立の目的



西粟倉村_村の基礎情報

気候
• 年間平均気温は約 11℃、年間
平均降水量は約 2,000 ㎜の積
雪寒冷単作地帯

人口
• 人口約1400人
• 15％程度が移住者

地理
• 岡山県の最東北端
• 標高： 270〜1,280ｍ
• 東西 9.0 ㎞、南北に 13.5 ㎞、総
面積 57.93 ㎢の峡谷型

• 93%は森林であり、このうち人工林は
84%



西粟倉村_脱炭素先行地域の取組概要

2030年までに目指す地域脱炭素の姿

出所：岡山県 西粟倉村 地方創生推進室 「西粟倉村2050“生きるを楽しむ”むらまるごと脱炭素先行地域づくり事業」より



ビジョンの明確化が最も重要

ービジョンを元に、計画策定→組織化→事業化→施設整備を実行する

西粟倉村_過去の取組実績



まとめ_脱炭素先行地域の検討フロー
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